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旦椋遺跡発掘調査

　
平
成
三
年
度
に
発
見
さ
れ
た
旦
椋
（
あ
さ
く
ら
）
遺

跡
。
今
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
調
査
が
実
施

さ
れ
た
地
域
か
ら
は
。
鎌
倉
時
代
の
鋳
物
工
房
跡
が

見
付
か
り
ま
し
た
。
全
国
で
も
珍
し
い
と
い
う
完
全

な
形
の
炉
の
底
部
な
ど
、
多
く
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、

中
世
の
宇
治
の
人
々
の
生
活
を
知
る
う
え
で
の
貴
重

な
資
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
。

全
国
で
も
珍
し
い
完
全
な

形
の
炉
の
底
部
を
発
見

　
市
教
育
委
員
会
は
、
八
月
か

阜
ハ
久
保
町
山
ノ
内
の
旦
椋
遺

跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
南
山
城

で
は
初
め
て
の
鎌
倉
時
代
の
鋳

物
工
房
の
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　
旦
椋
遺
跡
は
、
・
平
成
三
年
度

の
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
伴

う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
そ
の
と
き
に
は
六
世
紀
後

半
の
古
墳
や
、
七
～
八
世
紀
の

村
の
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
し
た
場
所
は
、
市

営
住
宅
の
す
ぐ
西
側
に
あ
た
り

当
初
は
同
じ
ぐ
古
墳
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
掘
削
を
始
め

る
と
、
鉄
を
溶
か
す
炉
の
破
片

や
鉄
を
溶
か
す
と
き
に
出
る
ガ

ラ
ス
質
の
く
ず
が
大
量
に
出
土

し
、
鎌
倉
時
代
の
鋳
物
工
房
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
鉄
を
溶
か
す
炉
の
底

部
が
ほ
ぽ
完
全
な
形
で
発
見
さ

れ
た
こ
と
。
こ
の
炉
は
こ
し
き

炉
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
お
わ

ん
の
よ
う
な
形
を
し
た
底
の
上

に
筒
状
の
胴
部
と
ロ
縁
部
を
二

段
に
重
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
胴
の
と
こ
ろ
に
は
フ
イ

ゴ
が
取
Ｓ
＼
付
け
６
れ
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
炉
の
中
に
木
炭
と
鉄

５節ぐ図皿″ユと
か
交
互
に
入
れ
、
火
を
炊
き
、

鉄
を
溶
か
し
ま
す
。
通
常
使
用

し
た
炉
は
最
後
に
は
割
っ
て
し

ま
ラ
た
め
、
完
全
な
形
で
残
る

例
は
少
な
く
、
全
国
で
も
数
例

が
知
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

大
久
保
村
に
付
属
し
た

か
な
り
大
規
模
な
施
設

　
ほ
か
に
も
「
踏
み
フ
イ
ゴ
」

と
考
え
ら
れ
る
施
設
や
、
大
型

の
鋳
物
製
品
を
鋳
込
ん
だ
と
見

ら
元
る
穴
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
か
な
り
大
規
模
に
鋳
物

の
生
産
を
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の

は
、
発
見
し
た
鋳
型
な
ど
か
ら

日
常
に
使
之
竣
や
か
ま
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
鋳
型
の
中
に
は
何
を
作
っ
た

の
か
分
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
調
査
に
よ
り
、
さ

ら
に
様
々
な
種
類
の
製
品
を
作

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
工
房
は
、
中
世
の
大
久

保
村
に
隣
接
し
て
お
り
、
村
に

付
属
す
る
施
設
で
し
た
。

　
今
回
の
発
見
は
、
当
時
の
鋳

物
生
産
の
様
子
を
知
る
手
掛
か

り
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
村

と
工
房
の
関
係
や
村
の
移
臭

わ
り
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
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ト
鉄
を
溶
か
す
炉
の
底
部
（
直
径
約
六
十
セ
ン
チ
）

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
検
討
委
員
会
発
足

　
生
月
十
八
日
、
宇
治
市

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
検

討
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
と
し
て
「
紫
式
部
文
学

賞
」
及
び
「
紫
式
部
市
民
文

化
賞
」
を
創
設
し
、
そ
の
受

賞
式
を
中
心
と
し
た
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

　
「
源
氏
物
語
散
策
の
道
」
整

備
事
業
と
し
て
、
「
さ
わ
ら

び
の
道
」
や
「
あ
じ
ろ
ぎ
の

道
」
の
道
路
整
備
な
ど
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
こ
の
よ
う
な
「
源
氏
物

語
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設
と

し
て
建
設
す
る
も
の
で
、
こ

の
検
討
委
員
会
で
は
、
主
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
機
能
や
展

示
手
法
な
ど
が
検
討
さ
れ
る

予
定
で
す
。
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委
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ｕ

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

景
気
対
策
事
業
や
新
た
に
生
じ
た
事
業
な
ど
に

一
般
会
計
5
億
7
千
8
4
万
円
を
補
正

　
十
二
月
宇
治
市
議
会
定
例
会

は
、
十
二
月
七
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で

開
催
中
。
こ
の
定
例
会
に
は
、

平
成
五
年
度
一
投
会
計
補
正
予

算
（
四
号
）
と
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
・
墓
地
公
園
事
業

特
別
心
一
計
・
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
案
、
条
例
の
制
定
や

一
部
改
正
な
ｙ
午
議
案
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
＜
Ｋ
計
の
補
正
は
、
国
の

緊
急
経
済
対
策
に
莫
つ
く
第
二

次
補
正
予
算
に
伴
う
事
業
や
新

た
に
生
じ
た
事
業
を
中
心
に
五

億
七
千
八
十
四
万
八
千
円
を
計

上
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
四

百
四
十
億
一
千
六
百
六
万
八
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

泉
源
開
発
事
業
に
九
千
二
百
三

万
五
千
円
、
京
阪
宇
治
駅
前
交

通
広
場
周
辺
整
備
用
地
購
入
事

業
に
九
千
万
円
、
植
物
公
園
整

備
事
業
に
一
億
七
千
二
百
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
心
一
計
補
正
予
算
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
府
知
事
選
執
行
経
費
に
一
千

　
三
百
万
円
。

12月定例会

▽
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
費

　
追
加
に
七
百
六
十
九
万
八

　
千
円
。

▽
重
度
身
体
障
害
者
日
常
生

　
活
用
具
給
付
事
業
費
追
加

　
に
七
百
七
十
万
円
。

▽
水
道
会
計
負
担
金
に
四
千

　
万
円
。

▽
植
物
公
園
整
備
事
業
に
五

　
億
八
千
万
円
。
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1第

国保は、健康な毎日を応援します。

1５６２２線内ぐ課険保康健民国

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
、
安

心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
掛
か
れ
る
よ
う
に
す

る
制
度
で
す
。
そ
の
財
源
は
、
加
入
者
の
保

険
料
や
国
庫
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
医
療
費
の
増
加
な
ど

に
よ
っ
て
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

依
然
、
増
加
す
る

市
国
保
医
療
費

　
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

医
療
費
は
依
然
、
全
国
平
均
よ

り
も
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
右
下
表
で
分
か
る
よ

う
に
、
退
職
者
と
老
人
の
入
院

患
者
に
掛
か
る
一
日
当
た
り
の

一分療診月５年□較比のと均平国仝の用費りた当日１表
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７
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６
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Ｆ
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2
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一
　
1
4
･
-
6
川

　
　
　
国
　
　
市

　
　
　
　
　
　
治

　
　
　
全
　
　
宇

費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均

を
二
七
％
、
二
二
％
も
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
下
図
か
ら
は
、
平
成

四
・
五
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
上
半

期
だ
け
で
、
入
院
外
（
外
来
）
医

療
費
が
十
二
億
九
千
万
円
か
ら

十
三
億
八
千
万
円
、
’
率
に
し
て

七
％
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
元
年
と

五
年
を
比
べ
る
と
、
入
院
外
分

で
二
六
・
六
％
、
入
院
分
で
は

一
七
・
七
％
の
伸
び
で
、
金
額

に
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
二
億
九
千

万
円
、
一
億
七
千
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
で
は
昭
和

六
十
三
年
度
か
ら
「
国
保
事
業

数指の合場たしと01
0

を均平国全は内３ぐ円は位単※
運
営
安
定
化
計
画
」
を
作
り
、

国
保
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、

加
入
者
の
急
速
な
高
齢
化
、
医

療
内
容
の
高
度
化
な
ど
、
医
療

費
が
か
さ
む
要
因
も
あ
り
、
厳

し
い
状
況
は
今
後
も
続
く
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き

安
定
化
計
画
を
作
成

　
こ
の
た
め
市
国
保
で
は
、
再

び
赤
字
財
政
に
転
落
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
自
主
的
に
「
安

定
化
計
画
」
を
作
り
、
引
き
続

き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら

　
の
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
点

　
検
体
制
の
強
化
・
充
実

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
「
へ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
う
じ
」
事
業

卜
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
人
気

の
あ
る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を

手
助
け
す
る
た
め
、
「
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
や
「
地
域
医

療
を
考
え
る
市
民
講
座
」
を
は

じ
め
、
「
国
保
人
間
ド
″
ク
受

診
後
訪
問
ア
ド
バ
イ
ス
」
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
の
健
康
相
談
・

健
康
づ
く
り
啓
発
コ
ー
ナ
ー
の

開
設
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
「
ヘ
ル
ス

パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
う
じ
」
と

い
う
名
の
下
、
健
康
で
仲
良
く
、
・

生
き
生
き
と
し
た
楽
し
い
街
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
を
ま
た
い

で
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
民
か
ら
の
公

募
で
決
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
ヘ
ル
シ
ー
ち
ゃ

ん
」
、
。
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
「
み

ど
り
の
健
康
な
街
」
も
、
健
康

づ
く
り
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

▼
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

②
医
療
・
保
健
を
テ
ー
マ
に
し

　
た
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携

　
強
化

③
保
健
事
業
の
推
進

④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

⑤
医
療
機
関
・
老
人
保
健
施
設

　
な
ど
の
適
正
配
置

⑥
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野
で

　
の
関
連
施
策
の
推
進

⑦
保
険
料
収
納
率
の
向
上
対
策

たき
通

て
万

っ
２

回
約

に
　
ヽ

市
分

は
月

真
と

写
ひ

ル
ー

ボジ　
ー

宍
フ
り

　
ヽ
寄

つ
年

と
お

ひ
む

の
し

業
楽

事
を讐

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
維
持

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
、
市
議
会
を

は
じ
め
、
国
保
運
営
協
議
会
・

国
・
府
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
、
安
定
し
た
運
営
が
で

き
る
よ
う
、
一
つ
ひ
と
つ
課
題

を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

一テ音録で
す

館
ま

民
い

公
て

各
し

内
出

市
し

と
貸

課
で

険
料

保
無

康
を

健
譜

民
楽

国
と

半日人間ドック

受診者を募集
6
年
2
・
3
月
分
1
6
0
人

　
成
人
病
の
早
期
発
見
、
健
康

管
理
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
▽
対
象
…
検
診
時
に
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人
　
①
宇
治

市
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以
上

継
続
し
て
加
入
②
3
5
歳
以
上
③

入
院
中
や
妊
娠
中
で
な
い

　
▽
自
己
負
担
額
・
・
・
男
性
＝
１

万
1
7
4
0
円
、
女
性
＝
１
万

2
6
7
0
円

　
▽
受
診
機
関
…
京
都
第
１
赤

十
字
病
院
。
時
間
は
午
前
中

（
午
後
１
時
ぐ
ら
い
ま
で
）

　
▽
定
員
・
申
込
期
間
・
：
６
年

２
月
分
＝
先
着
6
0
人
・
1
2
月
2
8

日
脚
ま
で
。
３
月
分
―
先
着
１

０
０
人
・
６
年
１
月
3
1
日
圓
ま

で　
▽
申
し
込
み
…
国
民
健
康
保

険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
直
接

国
民
健
康
保
険
課
へ
。
電
話
で

の
予
約
一
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

医
療
負
担
を
軽
く
す
る

高
額
療
養
費
制
度

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同
じ
月

に
同
じ
医
療
機
関
で
同
じ
病
気
の
治

療
を
受
け
て
支
払
っ
た
金
額
の
う
ち
、

　
一
部
負
担
金
が
下
表
の
金
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
す
れ
ば
そ
の
差
額
を

受
給
で
き
る
と
い
う
も
の
。
た
だ
し
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
①
暦
の
ひ
と
月
を
単
位
と
し
ま
す
。

②
同
じ
人
が
同
じ
病
気
で
、
二
つ
の

病
院
に
掛
か
っ
て
い
る
場
合
は
別
々

に
扱
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ノ

③
同
じ
病
気
で
も
、
通
院
と
入
院
は

別
々
に
扱
い
ま
す
。
・

④
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
保
険
外
の

も
の
は
除
き
ま
す
。

　
（
申
請
の
手
続
き
〉
　
　
　
　
’

　
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
医
療

機
関
の
領
収
証
、
振
り
込
み
口
座
番

号
の
控
え
を
持
っ
て
国
民
健
康
保
険

課
へ
。
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講座・資格

■城南地域職業馴練センターの講座

　圃同センター(豊46－0688)。

　　〈パソコン･ロータス123初級〉

【〉６年１月７日～18日の月・火・

木・金曜、午前９時半～午後2時

半[〉9400円。くパソコン・ロー

タス123初級〉[〉６年１月17日～

２月３日の月・木曜,午後e時半

-9時C〉7800円。

■消防設備士試験

　C〉6年２月6

B(B)、京都府立大

学C〉願書・講習会要冊‥市内各消

防(分)署で配布中【〉願書の受け付

け…12月20B(月)~22日出午前９時

～午後4時半に、㈲消防試験研究

センター京都府文部(京都市上京

区釜座通丸太町上ル・都文化ビル

ディング)へ圃同センター(S

075-241-3945)。

図書館

■クリスマス会

　C〉22日限午後3時~4時、中央

図書館【〉対象…幼児～小学校f氏学

年E〉内容…ストーリーテリング、

ペープサート、紙芝居など【〉共催

…宇治児童文庫連絡会、サークル

おはなしたまてばこ[Ｍ同館(S

20－1511)。

催　し

■やまぶきコーヒーハウス10周年

　記念クリスマスバーディー

　市教育委員会では、宇治市心身

障害者教室(やまぷき教室)の一

環として、｢やまぶきコーヒーハ

ウス｣を月１回開設。心身障害者

の仲間作りの場を目指しています。

この｢やまぷきコーヒーハウス｣

の開設lo周年を記念して、クリス

マスパーティーを開きます。[〉19

日(日)正午～午後３時、産業会館多

目的ホール[〉内容…記念式典、コ

ーヒーハウス、催し　圃社会教育

課(内線2616)。

■ファミリーもちつき大会

　E〉26日(日汗前９時～午後3時、

炭山キャンプセンター【〉対象…市

内在住の家族か３人以上のグルー

プ、先着20組f〉もち米２キロにっ

言
に

三
作

‥
三

言
言

甘
　
ン
ー
　
２
　
　
Ｏ

－
　
］
な
E

2
6
1

す
ニ

　
５
匹
．
線

そ
Ｉ
　
ツ
象
内
内

勁
て
‰
Ｅ

ｎ
　
1
　

　
9
ご
Ｉ
溺

Ｄ
夕
典
演
生
教

″
ン
心
蹟
４
　
１
会

晨
略
二
皿

り
文
ド
ド
ー

福　祉

■在宅老人家族介護者教室

　[〉18日(土)午後2時～4時、宇治

明星園デイ・サービスセンター【〉

テーマ…老人に喜ばれる食事、飲

み込みにくい人への工夫圃同セ

ンター(豊23-6115)。送迎を希

望する人は事前に連絡し、当日午

後i時40分に京阪宇治駅前集合。

■手・足・耳の不自由な人の巡回

　更生相談

　【〉６年１月10日(月汗後１時～o

時、総合福祉会館[〉内容…○身体

障害者手帳の交付や再交付に必要

な診断○補装具の交付や修理に必

要な診断[〉持ち物…○手帳の交付

・再交付＝印鑑・顔写真(4セン

チ×３センチ)１枚○補装具の交

付・修理申請＝印丿監、なお、現在

補装具を使用している人は、必ず

それを持参してください　題福祉

総務謂章害福祉係(内1幻306)。

お知らせ

・紫式部市民文化賞受賞作55

｢旅

　ゆけバ愉し｣を発売

　原稿での応募だった受賞作品を

冊子にまとめたものです。実費で

うちの人気者
Ｊ
先
Ｉ
　
の
念

政
が
治
　
ち
記
　
゜
ｈ

ｌ
方
宇
う
の
を
7
0

以
の
ぐ
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募
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ｘ
　
親
　
　
゜
生
応
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゜
　
集
誕
ご
内

活
き
・
　
募
の
し
く

り
好
す
　
を
ん
ど
課

副
大
ま
　
者
や
し
報

３
が
い
　
気
ち
ど
広

ｔ
こ
ま
　
人
い
は
に

ん
　
つ
し
　
の
じ
人
で

Ｉ
　
め
て
　
庭
お
て
ま

朋
ら
し
　
家
Γ
Ｊ
ん
日

一
　
に
出
　
の
ひ
な
2
0

切
　
は
き
・
た
ぜ
　
Ｉ
月

　
人
吹
な
を
一
毎

甲
２
に
　
あ
子
に
圃

１

カメラで
おじゃま

以
論
言
Ｊ
Ｋ
°

四
回
麹
乱
心
に

Ｅ

　
　

３
え
Ｅ
皿
Ｅ
心

工
言
謂
ぺ

は
に
を
民
長
宝
き

七
言
｛
燃
‰

　
権
講
人
学
談
剣

販売するほか、各図書館・公民館

・コミュニティセンターと市役所

行政資料コーナーにも置いていま

す。【〉ｲS格･冊数･場所…１部500

円,

12培回艮定。文化観光課(内線

2223)。

・困民年金保険料には免除制度が

　あります

　経済的な理由で保険料を納めら

れない場合はバ呆険料がガ余され

る制度があります。特に学生の場

合、一般とは別に免原基準が設け

られています｡」羊しくは国民年金

課f彩食料ｲ系(I*1?旋312)へ。

公民館

・小倉公民館(D22－4687)

　　〈親子しめなわづくり数室〉１

人でも参加できます。じ〉25日出、

午前９時半～11時半と午後１時半

3時半の２回。各先着40人【〉対

象…大人＝市内在住の人、子ども

＝小学４年生～中学生t>材料費…

九人＝300円、子ども＝200円

匝同館。

・広野公民館(341－7450)。

　　〈おせち料理教室〉|簡単にでき

るおせち料理を紹介します。C〉17

日面午前９時～午後2時【〉内容…

さけのマリネ、老松玉子、煮しめ

ほかE〉講師…市栄養士[〉材料費…

1500円圃同館。先着30人。13日

(月)から。

■中央公民館(S20－1411)

　〈市民土曜講座｢人間いきいき｣〉

京都文教短期大学との共催で行い

ます。E〉11日出午後2時3時半

[〉テーマ…肥満の改善【〉講師…同

短期大学助教授・本島志津子さん

[醒同館。

募　集

■観光案内所臨時職員

　E〉対象…IS歳~4OS.くらいで長

期勤務の可能な女性[〉勤務内容…

観光案内所(宇治橋西詰)での観

光案内など。　１人勤務C〉勤務時間

…週2

回くらい、午前９時～午後

５時。日・祝日の勤務もあり　圃

市販の履歴書(要写真)を宇治市

観光センター(〒611宇治塔川2,

S23－3334)へ郵送か持参で。面

接日などは後日連絡します。
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－

　
【
印
鑑
登
録
で
き
る
人
】

　
市
内
に
住
民
登
録
・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳
以
上

の
太
で
、
一
人
一
個
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
本
人
が
登
録
申
請
を
】

　
登
録
申
請
は
、
本
人
が
手
続

き
を
。
や
む
を
得
ず
代
理
人
に

依
頼
す
る
と
き
は
、
本
人
が
署

ご
回
示

‘
仰
　
匹
器
詣
　
。
幄
蒜
い

で
宍
　
謀
七
謡

　
ぐ
　
　
　
　
　
請
す
宇
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
１

－

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

　
出
す
と
き
は
…

　
消
費
生
活
相
談
室
に
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の

苦
情
や
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す

と
き
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
▼
ポ
ヶ
″
ト
の
中
に
忘
れ

物
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
お
金
、
定
期
券
な
ど
大

切
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
・
’

　
▼
ほ
つ
れ
や
破
れ
な
ど
が

な
い
か
点
検
し
、
あ
れ
ば
修

ご注意ください

印鑑登録と

証明書申請手続き

「

正
確
に
伝
え
る
と
、
適
切
な

処
理
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
▼
高
価
な
ボ
タ
ン
や
装
飾

品
は
、
取
り
外
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
▼
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
絵
表

示
は
大
切
な
情
報
で
す
。
そ

の
他
の
注
意
事
項
と
と
も
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の
人
に
よ
く
伝
え
、

一
緒
に
点
検
す
る
こ
と
が
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
仕
上
が
り
品
を

受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
必

ず
異
常
が
な
い
か
点
検
し
、

あ
れ
ば
早
急
に
お
店
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。
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名
・
押
印
し
た
委
任
状
（
下
の

見
本
参
照
）
が
必
要
。
親
子
・

夫
婦
で
も
、
本
人
以
外
は
す
べ

て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
【
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
】

　
登
録
申
請
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請

に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
申
請
の

確
認
の
た
め
、
申
請
者
本
人
の

自
宅
あ
て
に
照
会
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
一
ヵ
月
以
内
に
回

答
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
書
を
持
参
さ
れ
た
時
点
で

手
続
き
は
完
了
し
ま
す
。

　
【
登
録
申
誦
手
続
き
が
即
日

　
完
了
す
る
場
合
】

　
次
の
場
合
に
限
り
、
本
人
が

登
録
申
請
に
来
庁
さ
れ
る
と
、

手
続
き
は
即
日
完
了
し
ま
す
。
・

　
▼
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・

資
格
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
と

き
▼
保
証
人
が
、
申
請
者
が
本

人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
保
証

し
た
と
き
。
保
証
人
は
自
分
の

実
印
を
持
っ
て
（
市
外
の
人
は

印
鑑
登
録
証
明
書
一
通
が
必
夥

申
請
者
と
一
緒
に
来
庁
し
て
く

だ
さ
い
。
保
証
書
に
署
名
し
、

実
印
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
【
手
続
き
が
完
了
す
る
と
。

　
印
鑑
登
録
証
（
登
録
カ
ー

　
ド
）
を
お
渡
し
し
ま
す
】

　
転
出
・
死
亡
な
ど
で
｀
Ｅ
録
を

抹
消
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
登

録
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
と
き
は
、
登
録
者
本
人
が
す

ぐ
届
け
出
穴
代
理
人
に
依
頼

す
る
と
き
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。
登
録
時
同
様
、
本
人
の

意
思
確
認
の
た
め
、
照
会
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
【
印
鑑
登
録
証
明
書
申
請
に

　
は
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
】

　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な

と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録

カ
ー
ド
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
を
忘
れ
た
り
紛
失

し
た
り
し
た
場
合
、
証
明
書
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は

カ
ー
ド
を
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
交
付
申
請
書
に
記
入

の
際
に
、
代
理
人
が
申
請
書
に

住
所
や
生
年
月
日
を
正
確
に
記

入
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
印

鑑
登
録
証
明
書
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

）

消費生活
相談室から
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情報

BOX

　
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
尽
く
し
た
な
ど

の
人
や
団
体
に
対
し
、
「
宇

治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。
次
の
基
準
に

該
当
す
る
人
や
団
体
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
推
薦
を
。

●
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
か
、
市
内
に
事
務
所
が
あ

る
団
体
と
そ
れ
に
所
属
の
人

●
推
薦
の
基
準

‐
－
－

対
鶏

皿
匹
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平
成
5
年

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

推
薦
の
受
け
付
け

6
年
1
月
2
1
日
(
金
)
ま
で

育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
組
竺

　
・
団
体
な
ど
の
普
及
・
振
興
　
　
　

　
・
発
展
に
ヽ
お
よ
そ
2
0
年
以
　
　
　

’
上
に
わ
た
り
顕
著
な
功
績
を

　
　

　
　

収
め
た
　
④
競
技
審
判
、
競

　
　
　

技
心
一
の
運
営
、
記
録
の
収
集
、

　
　
　

情
報
提
供
な
ど
特
定
の
分
野

　
　
　

で
、
お
よ
そ
2
5
年
以
上
に
わ

　
　
　

た
り
貢
献
し
た
　
⑤
体
育
こ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
か
か
る
　
　

学
術
研
究
な
ど
に
功
績
が
重

っ
た
　
⑥
そ
の
ほ
か
、
特
に

　
　

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

　
　

　

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
。
　

　
　

　

●
推
薦
手
続
き
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６
年
１
月
2
1
日
面
ま
で
に
、
　
　

所
定
の
推
薦
調
書
で
市
民
体

　
　

　

育
課
（
内
線
2
6
2
1
）
へ
。
］

　
○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
、
平

成
５
年
に
全
国
・
国
際
大
全
一

　
（
小
・
中
学
生
は
府
・
近
畿

大
会
も
可
）
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
人
や
団
体
。

　
○
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
長
年
に
わ
た
り
功
績
の

あ
っ
た
人
９
①
優
秀
な
選
手

の
育
成
・
指
導
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
　
②
国
体
な
ど

の
全
国
的
行
事
に
、
選
手
と

し
て
1
0
回
以
上
出
場
し
、
相

当
な
成
績
を
収
め
た
　
③
体

宇治市成人式



高齢者の腰痛は

当たり前ではなく

病気だった…

　
毎
日
何
気
な
く
と
っ
て
い
る
食
事
、
体
を
動
か
す
機
会
の
少
な
い
日
々
－
そ
ん
な
日
常
生
活
の

中
で
じ
わ
じ
わ
と
私
た
ち
の
体
を
む
し
ば
む
も
の
、
そ
れ
が
成
人
病
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か

ら
こ
そ
、
成
人
病
は
普
段
の
心
掛
け
次
第
で
は
予
防
・
改
善
で
き
る
も
の
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
か
ら
一
月
十
一
日
号
・
二
月
十
一
日
号
ま
で
三
回
に
わ
た
り
、
成
人
病
の
原
因
や
予
防
法

・
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
、
宇
治
久
世
医
師
会
健
康
教
室
委
員
会
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
第
一
回

目
の
テ
ー
マ
は
「
骨
粗
し
よ
う
症
」
で
す
。

人
間
の
病
気
で
1
番

多
い
の
が
、

骨
粗
し
ょ
う
症

－
骨
粗
し
よ
う
症
と
い
う
言
葉
ｙ

は
、
特
に
最
近
よ
く
聞
く
よ
う

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
が
…
。

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
ど
ん
な

病
気
で
す
か
、
予
防
法
は
あ
る

の
で
す
か
Ｉ
最
近
こ
う
い
う
質

問
を
、
特
に
女
性
か
ら
よ
く
受

け
ま
す
。
多
く
の
人
が
こ
の
病

気
に
関
心
を
持
ち
、
心
配
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
人
間
の
病
気
に
は
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
一
番
多
い
の
が
骨
粗
し

ょ
う
症
だ
と
言
う
と
、
皆
さ
ん

驚
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
最

近
の
詳
し
い
検
査
を
用
い
た
統

計
で
は
、
日
本
で
も
約
一
千
万

人
も
の
人
が
骨
粗
し
ょ
う
症
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

－
最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
と

一
考
え
て
い
い
の
で
す
か
？

一
「
そ
う
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

一
ん
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
者

:
ｑ
ｉ
気
で
す
か
ら
、
当
然
、
驀

i
S
者
の
増
加
に
伴
い
増
加
し
て

一
き
て
い
ま
す
か
、
E
l
l
l
？
t
l
i
(
Ｏ
＊
Ｄ

・
争

一一一一＠一一１Ｉ

の
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
お
年
寄
り
が
『
腰

が
曲
が
る
、
腰
が
痛
い
』
と
言

っ
て
受
診
し
た
ら
、
『
年
を
取

っ
た
ら
当
た
り
前
だ
‘
と
片
付

け
ら
元
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
例
も
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断

さ
れ
、
病
気
と
し
て
認
め
ら
元

る
ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

病
気
の
増
加
に
は
、
そ
う
い
っ

た
側
面
が
あ
り
ま
す
」

腰
や
背
中
が
曲
が
っ
て

痛
み
が
…

　
寝
た
き
り
の
原
因
に
も

・
――

・一
い

一一
１

―
骨
粗
し
ょ
う
症
の
定
義
は
？

　
「
骨
を
構
成
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
の
無
機
質
と
た
ん
白
質
が

減
少
し
た
状
態
と
言
え
ま
す
。

　
骨
は
年
を
取
る
と
自
然
に
老

化
し
ま
す
。
こ
の
生
理
的
な
老

化
現
象
に
、
遺
伝
的
素
因
や
体

≪
’
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１

－
そ
れ
は
な
ぜ
起
こ
り
、
ど
ん

な
症
状
が
出
る
の
で
す
か
？

な
ぜ
女
性
に
多
い
の
で
す
か
？

　
「
通
常
、
骨
は
小
児
期
・
成
長

期
を
通
し
て
発
育
し
ま
す
。
そ

の
量
は
三
十
歳
～
四
十
歳
ご
ろ

に
最
大
値
（
ピ
ー
ク
骨
量
）
に
達

し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
を
取

る
に
伴
っ
て
次
第
に
減
少
し
て

い
き
ま
す
。
こ
と
に
女
性
の
場

合
は
閉
経
に
よ
っ
て
女
性
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が

低
下
し
、
骨
量
の
低
下
が
よ
り

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
そ
の
結
果
、
骨
が
も
恙
く
な

り
、
脊
椎
（
せ
き
つ
い
Ｉ
背
骨
）

の
変
形
や
圧
迫
骨
折
を
起
こ
し

腰
や
背
中
が
曲
か
っ
て
、
腰
痛

や
背
部
痛
を
起
こ
し
ま
す
。
ま

た
、
『
老
女
横
転
、
立
つ
こ
と

能
わ
ぎ
と
い
っ
た
表
現
で
有

フ
ス
タ
イ
ル
の
影
響
が
加
わ
り

病
的
な
老
化
現
象
を
起
こ
し
た

状
態
を
「
原
発
性
骨
粗
し
ょ
Ｉ

ぎ
と
言
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ

う
症
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
か
ら

二
次
的
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
大
部
分
が
こ
の
虞

発
性
骨
粗
し
ょ
う
ぎ
で
す
」

－
骨
粗
し
よ
う
症
を
予
防
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　
「
ま
ず
第
一
に
、
骨
の
原
料
に

な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
食

品
を
、
十
分
に
取
る
こ
と
で
す

　
日
本
人
の
栄
養
摂
取
状
況
を

み
る
と
、
ほ
か
の
栄
養
素
は
ほ

ぼ
充
足
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

の
一
日
必
要
量
は
七
百
～
八
百

ミ
リ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
実
際
の

摂
取
量
は
国
民
平
均
で
五
百
ミ

リ
グ
ラ
ム
。
こ
の
状
態
が
続
く

と
、
不
足
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を

骨
か
ら
補
う
こ
と
に
な
る
。
つ

名
な
、
六
腿
骨
野
醤
骨
折
兄
い

た
い
こ
つ
け
い
ぷ
こ
っ
せ
つ
）

な
ど
を
容
易
に
引
き
起
こ
し
ま

す
。
こ
之
芯
と
、
二
上
ニ
ヵ

月
の
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
実
は
寝
た
き
り
の
原
因
と
し

て
は
、
こ
れ
ら
骨
折
が
、
脳
卒

中
に
次
い
で
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
す
」

－
診
断
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
の
で
す
か
？

　
「
通
常
は
骨
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
で
行
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
病
気
の
診

断
に
は
年
齢
が
こ
と
に
重
要
で

す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
異
常
が
あ

っ
て
も
、
女
性
で
五
十
五
歳
以

下
、
男
性
で
七
十
五
歳
以
下
の

人
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
以
外
の

病
気
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
病
気
を

鑑
別
す
る
た
め
に
は
、
血
液
検

査
で
血
清
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ジ
ン

酸
な
ど
も
測
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
」

※
大
腿
骨
頚
部
―
骨
盤
と
大
腿

骨
を
つ
な
ぐ
部
分
の
骨

・＠１・Ｉ・＠一一●・・●

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
－

乳
製
品
、
丸
干
し
や
し
ら
す
干

し
、
小
松
菜
や
大
根
の
葉
、
豆

腐
、
ひ
じ
き
な
ど
の
海
藻
類
を

多
く
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
骨
粗
し
ょ
う
症
で
は
、

三
十
歳
～
四
十
歳
の
ピ
ー
ク
骨

量
時
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
カ
ル

シ
ウ
ム
を
骨
に
貯
金
す
る
か
が

重
要
な
の
で
、
発
育
成
長
期
か

ら
こ
う
い
っ
た
食
品
を
十
分
に

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
女
性
が
ダ
イ
エ
″
ト
と
称
し

て
朝
食
を
抜
く
こ
と
な
ど
は
も

っ
て
の
ほ
か
で
、
骨
粗
し
ょ
う

症
が
こ
と
に
や
せ
過
ぎ
の
女
性

に
多
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た

事
実
で
す
』

－
運
動
を
す
る
こ
と
も
骨
の
た

め
に
は
い
い
の
で
す
か
？

　
「
そ
う
で
す
ね
。
宇
宙
飛
行
の

無
重
力
状
態
で
咳
二
圭
二
週

に
‥
‥
只
只
尽
銘
翼

に
心
2
1
2
2
　
1
1

プ

ー
宍
．

プ

で
尽
三
万
畿
子
畿

そ
　
　
　
　
　
４
　
　
　
／
　
／
／
‐

Ｊ
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0
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―
．
‐
：
Ｉ
５
ｊ
ｌ
Ｉ
『
－
ｓ
　
－
ｖ
Ｃ
　
ｅ

散
歩
や
体
に
合
っ
た
体
操
を
鸞

極
的
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
戈
一

無
理
せ
ず
、
散
歩
な
ど
の
軽
忿

ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ
ｉ
　
Ｆ
Ｉ
』
一

運
動
を
一
日
三
十
分
～
四
十
分

程
度
、
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
」

－
そ
の
ほ
か
、
予
防
法
と
し
て

大
切
な
こ
と
は
？

　
「
日
光
浴
を
す
る
こ
と
で
す
。

と
い
う
の
も
、
腸
か
ら
の
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
よ
り
強
力
に

促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
日

光
の
働
き
に
よ
り
皮
膚
で
合
成

さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
宇
治
の
よ
う
に
日

照
の
豊
富
な
と
こ
ろ
で
は
。
夏

な
ら
木
陰
で
三
十
分
、
冬
な
ら

顔
や
手
を
出
し
戸
外
で
適
度
に

活
動
す
る
毎
日
を
送
る
程
度
で

十
分
で
す
。
む
し
ろ
、
日
光
に

当
た
り
過
ぎ
る
の
は
、
色
素
沈

着
や
し
わ
な
ど
の
皮
膚
の
老
化

や
皮
膚
が
ん
の
心
配
が
あ
る
た

め
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
」

一ゆ・１・１・一一

；
ｊ

　
三
年
程
前
か
ら
左
腰
、
左

足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
み
出

し
、
寒
い
日
な
ど
、
は
い
て

い
る
靴
の
感
覚
が
な
い
た
め
、

い
っ
の
間
に
か
裸
足
で
歩
い

て
い
る
始
末
で
す
。

　
あ
ち
こ
ち
の
病
院
の
整
形

外
科
で
み
て
も
ら
っ
た
結
果
、

骨
粗
し
よ
う
症
と
診
断
さ
れ
、

年
を
取
る
と
皆
こ
の
よ
う
に

な
る
の
で
仕
方
が
な
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
上
悪
く
な
れ
ば
、

家
族
に
も
負
担
を
掛
け
ま
す

の
で
、
」
日
も
早
く
良
く
な

り
た
い
一
心
で
す
。
良
き
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
折
居
台
・
６
５
歳
・
女
性
）
。

骨
粗
し
ょ
う
症
や
加
齢
的

変
化
に
よ
り
、
腰
椎
（
よ
う

つ
い
）
の
骨
変
形
、
。
椎
間
板

　
（
つ
い
か
ん
ば
ん
）
の
変
性

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

脊
椎
や
神
経
を
圧
迫
し
、
腰

痛
や
下
肢
の
し
び
れ
や
知
覚

低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
病
院
で
診
察
し

て
も
ら
っ
た
結
果
も
そ
の
よ

う
で
す
。

　
神
経
の
症
状
は
、
い
っ
た

ん
起
こ
る
と
な
か
な
か
頑
固

で
す
。
特
に
加
齢
的
な
変
化

と
も
言
え
る
骨
粗
し
ょ
う
症

か
ら
起
こ
っ
た
も
の
は
、
完

全
に
治
癒
ず
る
こ
と
は
難
し

い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　
む
し
ろ
、
こ
う
い
っ
た
症

状
と
友
達
に
な
る
く
ら
い
の

お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
い
る

の
が
良
い
よ
う
で
す
。
人
間

に
は
、
症
状
に
対
し
て
慣
れ

る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す

趣
味
な
ど
を
持
ち
、
神
経
を

ほ
か
の
面
に
集
中
さ
せ
て
は

い
か
が
で
し
よ
シ
か
。

慢
性
腰
痛
な
ど
の
人
は
、

医
師
と
相
談
を

　
「
シ
リ
ー
ズ
成
人
病
」
へ
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
、
こ

ん
な
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ

投
書
を
。
▼
テ
ー
マ
・
：
１
月
1
1
日
号
＝
高
血
圧
・

高
脂
血
症
、
２
月
1
　
1
日
号
＝
糖
尿
病
▼
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、
聞
き
た
い
こ
と
を
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
▼
あ
て
先
・
：

宇
治
市
役
所
広
報
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
容
2
2
・

３
１
４
１
、
内
線
２
０
７
０
）
。
１
月
1
1
日
号
分
に

つ
い
て
は
1
2
月
1
3
日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
。

　
「
何
種
類
か
の
有
効
な
薬
剤
や

注
射
が
あ
り
、
実
際
に
効
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
慢
性
腰
痛
な

ど
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
医
師
と

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
日
常
生
活
で
も
、
こ
こ
一

に
挙
げ
た
よ
う
な
、
骨
を
減
烹

さ
な
い
た
め
の
努
力
を
し
て
Ｉ

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
さ
て
、
あ
る
有
名
な
女
優
の
一

言
葉
に
「
女
優
は
顔
や
正
面
照

ど
ん
な
役
で
も
で
き
る
が
、
背
‥

φ●・

中
の
年
は
な
か
な
か
隠
せ
な
い
。

後
ろ
姿
が
大
切
だ
よ
』
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
中
央

公
民
館
で
中
高
年
の
方
が
社
交

ダ
ン
ス
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

皆
さ
ん
背
筋
を
伸
ば
し
て
踊
っ

て
お
ら
れ
る
姿
は
魅
力
的
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
日
常
の
心
掛

け
が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
は
特

に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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成人病1

A
お
お
ら
か
な
気

持
ち
で
症
状
と
つ
き
あ

い
を
☆

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を

　
十
分
に
取
り
、

運
動
と
日
光
浴
を
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